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2026年SBSトラフィックルール（トレーニング）

①トレーニング時は、ゴールからスタート⽅向へは5〜7レーンを、またスタートからゴール⽅向へは0〜3レーンを航⾏してください。
②4レーンはニュートラルレーンとします。なお、練習時間帯には4レーンに救助艇が待機します。
③途中展開は救助艇の周辺でのみ⾏えます。周囲に十分注意して⾏うようにしてください。
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ウォーミングアップクルー 南
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①ウォーミングアップは200〜1000mで、クールダウンは1300〜2000mの区間で、使⽤レーンに注意して⾏うようにしてください。
②スタート⽅向へは基本的に7レーンを航⾏し、追い越されるクルーは一旦6レーンによけ、抜かれたら7レーンに戻るようにしてください。
③ウォーミングアップとクールダウンでは、ゴール⽅向へは1〜4レーンを使⽤するようにしてください。5レーンはニュートラルレーンとします。
④次のレースのクルーは100〜150mの間の7レーンで待機するようにしてください。
⑤レースフィニッシュ後の給水等の手渡しは、給水桟橋からお願いします。但し、給水桟橋周辺はスタート⽅向へ向かうクルーと動線が交錯するので、十分に注意して
航⾏するようにお願い致します。

2026年SBSトラフィックルール（レース）
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審判艇はレース追尾終了後、消波装置と0レーンの間を徐⾏して
スタート⽅向に戻りますが、緊急時は消波装置の南側を急⾏する
場合があります
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待機水域：
100〜150m




